














































































1970 年代はそれまでのバラ色の高度経済成長期という時期を過ぎ、第 1 次石油ショッ
クからは低成長のままであった。事実、高度経済成長期は年 9.1％の経済成長率の伸
びを示したのに対して石油ショックのあった 1973 年からは 3％にまで下降し、その後





























加納に拠れば 1955 年体制成立以後の家電品普及率は、電気アイロン 60％、洗濯機・
扇風機 10％で炊飯器に至っては数百台程度であったとする。ところが 5 年後の 1960
年の同じく普及率を見るとアイロン 72％、テレビ 47％、洗濯機 36％、トースター
















年間『わいふ』（東京第 1 期）副編集長を務めることになる。そして編集長には 1974 年
当時はまだ『わいふ』を和田から付き合い程度に売りつけられていたに過ぎなかった
田中が就任した（田中 1993：69） （8）。田中は後に「全 P 研（全国 PTA 問題研究会のこ
と：筆者注）で活動していた時代、和田さんはときどき私に「わいふ」という奇妙な


























































しかも『わいふ』という誌名にも関わらず投稿者は主婦に限らなかった。1 号 2 号
と特集を組むうちに田中が「ぐんと面白くなった」という東京『わいふ』（東京第 1 期）








































ところでほぼ同時期に刊行されていた投稿誌『あごら mini』10 号（1977 年 10 月 10
日号）では女性投稿者 A 氏の「パートのおばさん」という投稿が、パートタイム労働





































































（2） 豊田雅人、2014、「投稿誌『わいふ』50 年の軌跡」『21 世紀社会デザイン研究』12 号所収
（3） 「思い出すまま、振り返る」『Wife 50 th 投稿誌「わいふ」の 50 年』
（4） アン・オークレー『主婦の誕生』








（12） 「家事と主婦と「わいふ」」『わいふ』通算 140 号、1976 年 5 月号所収
（13） 「家事は家族みんなの仕事」『わいふ』前掲書
（14） 武田京子、「家事をどうとらえるか」『わいふ』前掲書
（15） 武田京子、「主婦こそ解放された人間像」初出 1972 年、『婦人公論』、上野千鶴子編、
1982、『主婦論争を読む　Ⅱ』所収








（18） 斎藤千代、「スタイリストはなぜ死んだ」『あごら mini』2 号、2 月号所収
（19） 『わいふ』1977 年 3 月 25 日号、通算 145 号
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